
『ビジネス計算実務 2級実力錬成』をお買い求めのみなさまへ 

 

 令和 8年の約束手形利用廃止に伴い、全国商業高等学校協会主催のビジネス計算実務検定試験におい

て、従来の「手形割引」に関する出題が「電子記録債権割引」へと改定されました。 

 つきましては、お手元の教材を下記の通り読み替えてご使用いただきますようお願い申し上げます。 

 

１．本編 20ページ 冒頭の説明 

（4）電子記録債権割引の計算 

 電子記録債権とは、電子債権記録機関の記録により発生する債権です。債務者が債権者に対して、一

定の期日に記録された額面金額を支払うことを電子的に登録・管理します。 

 この電子記録債権は、支払期日前に銀行等で現金化することが可能です。その際、現金化する日（割

引日）から支払期日（満期日）までの日数に応じた利息（割引料）が額面金額から差し引かれます。こ

の割引料を差し引いた、実際に受け取る金額を手取金といいます。 

 

２．計算式について 

 「手形割引」と「電子記録債権割引」の計算方法（割引料および手取金の算出式）に違いはありませ

ん。従来の学習方法のままお進めいただけます。 

 

３．例題および練習問題の読み替え 

 問題文中の「手形」という文言を、すべて「電子記録債権」に置き換えて学習をお進めください。 

訂正前 
額面￥780,000 の手形を割引率年 4.8％で割り引くと、割引料はいくらか。ただし、割引日

数は 45日とする。（円未満切り捨て） 

  

 

訂正後 

額面￥780,000 の電子記録債権を割引率年 4.8％で割り引くため、電子債権記録機関へ譲渡

記録の請求を行うと、割引料はいくらか。ただし、割引日数は 45日とする。（円未満切り捨

て） 

 

〔対象箇所〕 

■本編 P.20 例 13 例 14  ■本編 P.21 例 15 練習問題⑫1～6 

■模擬問題第 1回(15)(19) ■模擬問題第 2回(10)(13) ■模擬問題第 3回(６)(10) 

■模擬問題第４回(２)(５) ■模擬問題第５回(４)(６) ■模擬問題第６回(２)(５) 

■模擬問題第７回(13)(19) ■模擬問題第８回(３)(18) ■模擬問題第９回(３)(７) 

■模擬問題第 10回(６)(13) ■模擬問題第 11回(３)(11) ■模擬問題第 12回(６)(15) 

 

 

 

株式会社英光社 

〒176-0012 東京都練馬区豊玉北 1-9-1 

メール：syuppan@eikosha.net／電話：050-3816-9443 


